
A Study of “The Dōsō Monks” in Shinran’s
Biography, Based on Historical Materials of Mt.
Nikkō『常行堂聲明譜』

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-04-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 橋本, 順正

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://mu.repo.nii.ac.jp/records/1538URL



─ 61 ─

A Study of “The Dōsō Monks” in Shinran’s Biography, 
Based on Historical Materials of Mt. Nikkō『常行堂聲明譜』

HASHIMOTO Junsho

Summary 
Eshinni 恵信尼, Shinran’s wife, wrote in a letter that Shinran was a monk of the 
dōsō 堂僧 rank of the Jōgyōdō 常行堂 at Enryakuji Temple. The dōsō are is said 
to have been a class of low-ranking monks of the Tendai sect, who maintained 
the practice of nenbutsu, using a training method called jōgyō-zanmai 常行三昧 
taught in Tendai Zhiyi’s Mohe zhiguan.

In this paper, I used as my primary historical source the Rinnōji records 輪
王寺文書 housed in Rinnōji Temple at Mt. Nikkō. The Rinnōji Temple is one of 
the major temples of the Tendai Sect in the Kantō region. The Jōgyōdō at Mt. 
Nikkō, known for its tradition and organization, has maintained many historical 
materials about dōsō monks that Mt. Hiei had lost. Thus, Rinnōji has materials 
that the Tendai headquarters on Mt. Hiei no longer has.

The dōsō monks carried out the reiji sahō 例時作法 every day. There were 
two types of reiji sahō in the musical score “Mt. Nikkō” 常行堂聲明譜, called 
inzei 引声 and tanzei 短声. These were used in the Amida-kyō 阿弥陀経 recitation 
by the dōsō monks. In a comparative study of various types of reiji sahō texts, I 
point out that daily recitation in the reiji sahō was of the tanzei style, while the 
inzei style was performed at other memorial services. 

Secondly, I take under consideration the annual events of the Jōgyōdō. I 
write about the event shushū 衆集, which was a monk’s assembly. The monk’s 
religious service in the shushū also consisted of reciting the Amida-kyō, so that 
was added to the reiji sahō.

The jōgyō-zanmai in Zhiyi’s Mohe zhiguan was a practice method that seeks 
to simulate the Buddha in this life. However, from the point that the dōsō monks 
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continued to read the Amida-kyō when performing the reiji sahō, they had clearly 
wished to be born in the Pure Land. The method of Zhiyi was not practiced in 
medieval Japan. The study of Shinran’s biography is essential to the elucidation 
of his thought.

⽇光⼭輪王寺蔵『常⾏堂聲明譜』による「例時作法」・「衆集」の検討
─親鸞伝中の「堂僧」に関する研究として─

橋 本 順 正
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⽇光⼭輪王寺蔵『常⾏堂聲明譜』による「例時作法」・「衆集」の検討

⽇
光
⼭
輪
王
寺
蔵『
常
⾏
堂
聲
明
譜
』に
よ
る「
例
時
作
法
」・「
衆
集
」の
検
討

─
親
鸞
伝
中
の
「
堂
僧
」
に
関
す
る
研
究
と
し
て

─

橋

本

順

正

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

親
鸞　

真
宗
史　

堂
僧　

常
行
三
昧　

不
断
念
仏

は
じ
め
に

恵
信
尼
が
記
し
た
「
比
叡
の
山
に
堂
僧
つ
と
め
て
」（『
恵
信
尼
消
息
』
第
一
通
）
と
い
う
夫
・
親
鸞
の
職
に
つ
い
て
、
①
「
堂

僧
の
親
鸞
：
中
世
日
光
山
常
行
堂
か
ら
の
検
討
」（
東
国
真
宗
：
二
〇
一
七
）、
②
「
続
・
堂
僧
の
親
鸞
：
例
時
作
法
と
常
行
三

昧
」（
東
国
真
宗
：
二
〇
一
九
）、
③
「Shinran’s training at Enryaku-ji

（
延
暦
寺
） T

em
ple on M

t H
iei

（
比
叡
山
） as 

“D
oso”

（
堂
僧
）」（
国
際
真
宗
学
会
：
第
十
九
回
学
術
大
会
）、
④
「
日
光
輪
王
寺
蔵
『
常
行
堂
聲
明
譜
』
に
つ
い
て
―
堂
僧
の

親
鸞
研
究
―
」（
東
国
真
宗
：
二
〇
二
〇
）
と
し
て
発
表
し
、
比
叡
山
修
学
時
代
・
天
台
寺
院
に
お
け
る
常
行
堂
の
実
態
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
き
た
。

本
稿
で
も
主
に
日
光
山
輪
王
寺
の
史
料
を
用
い
る
理
由
は
、

一
、
比
叡
山
に
は
現
存
し
な
い
中
世
常
行
堂
に
関
す
る
種
々
の
記
録
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
日
光
山
常
行
堂
は
比
叡
山
常
行
堂
の
組
織
・
⾏
法
を
模
し
た
（
移
し
た
）
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

三
、
日
光
山
輪
王
寺
蔵
『
常
行
堂
聲
明
譜
』（
以
下
『
聲
明
譜
』）
と
い
う
常
行
堂
の
僧
侶
が
用
い
て
い
た
譜
面
が
残
さ
れ
て
い

る
。

と
い
っ
た
、
三
点
か
ら
で
あ
る
。

な
お
日
光
山
輪
王
寺
文
書
は
、
以
下
「
輪
文
：
番
号
」
と
略
し
、
引
用
は
『
鹿
沼
市
史
』「
資
料
編
：
古
代
・
中
世
」（
鹿
沼

市
：
一
九
九
九
）
収
録
の
も
の
を
使
用
し
、
そ
の
収
録
番
号
を
記
す
。

こ
こ
で
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
見
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

ま
ず
堂
僧
と
い
う
職
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
山
田
文
昭
氏
が
「
不
断
念
仏
衆
」
な
る
も
の
が
堂
僧
で
あ
る
、
と
い
う
説
（
山
田

［
一
九
六
八
：
一
九
二
］）
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
昼
夜
問
わ
ず
念
仏
を
続
け
る
僧
侶
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
た
。
し
か
し
比
叡
山

に
「
不
断
念
仏
衆
」
と
い
う
名
の
集
団
の
姿
は
見
え
ず
、
拙
稿
①
で
堂
僧
を
何
か
と
関
連
付
け
代
名
詞
と
し
て
語
る
の
で
は
な
く

「
堂
僧
は
堂
僧
で
あ
る
」
と
し
て
、
親
鸞
の
時
代
に
一
体
ど
の
よ
う
な
職
で
あ
っ
た
か
を
解
明
す
べ
き
だ
と
論
じ
た
。

ま
た
古
代
・
中
世
の
各
種
日
記
類
に
登
場
す
る
「
不
断
念
仏
」
と
は
職
業
の
名
前
で
は
な
く
「
あ
る
特
定
の
期
間
を
定
め
て
間

断
な
く
念
仏
を
称
え
る
⾏
為
」
の
総
称
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
拙
稿
②
に
お
い
て
、
そ
の
「
不
断
念
仏
」
と
い
う
概
念
に
相
当
す

る
常
行
堂
の
行
事
は
、
堂
僧
が
中
心
と
な
り
⼋⽉

に
⾏
わ
れ
る
「
念
仏
会
（
大
念
仏
）」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
常
行
堂
の
年
中
行

事
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

な
お
注
意
し
た
い
の
は
、
比
叡
山
に
於
い
て
堂
僧
と
い
う
固
有
名
詞
は
平
安
末
期
頃
に
固
定
化
さ
れ
た
呼
称
で
あ
る
と
い
う
指

摘
で
あ
る
（
佐
藤
哲
英
［
一
九
七
〇
：
一
〇
五
］、
⽮
野
⽴⼦

［
二
〇
一
七
］）。
そ
れ
ま
で
は
単
に
、
諸
堂
に
奉
仕
し
て
い
た
僧

侶
の
俗
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
呼
称
に
つ
い
て
は
寺
院
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
平

安
末
期
の
日
光
山
史
料
で
は
、
常
行
堂
の
堂
僧
の
こ
と
を
「
禅
衆
」
と
呼
ん
で
い
る
（［
輪
文
：
九
五
］）。
ま
た
日
光
山
で
は
鎌
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倉
期
に
入
る
と
、
堂
僧
を
「
見
衆
」
と
記
す
よ
う
に
な
る
（［
輪
文
：
一
〇
七
］）。

比
叡
山
で
は
平
安
末
期
以
降
、
法
華
堂
に
関
わ
る
僧
侶
を
「
禅
衆
」
と
呼
ぶ
た
め
に
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
日
光
山
で
用
い
れ
ば

常
行
堂
と
法
華
堂
の
僧
侶
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
拙
稿
①
で
も
こ
の
問
題
に
深
く
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
が
、
日
光
山
輪
王
寺
蔵

『
聲
明
譜
』
に
お
い
て
「
法
華
懺
法
」
の
収
録
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
と
法
華
堂
と
の
関
わ
り
と
い
う
問
題
は
、
今

後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

次
に
堂
僧
の
身
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
従
来
そ
の
身
分
は
低
い
と
さ
れ
「
天
台
宗
で
諸
堂
で
雑
務
に
従
事
し
た
下
級
僧
侶
の

こ
と
」（

（
（

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
拙
稿
①
で
『
門
葉
記
』
に
「
堂
僧
十
四
人
」（

（
（

、『
輪
文
』
に
「
十

四
禅
衆
の
烈
を
定
め
」（

（
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
四
名
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。

日
光
山
に
お
い
て
は
上
位
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
上
執
事
・
下
執
事
、
ま
た
は
惣
一
和
尚
・
惣
二
和
尚
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
場
レ

ベ
ル
の
責
任
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
任
期
は
四
年
）。
以
下
十
二
名
は
、
上
か
ら
一
和
尚
〜
十
二
和
尚
と
次
第
す
る
。
比

叡
山
で
は
僧
侶
の
身
分
を
二
つ
に
大
別
す
る
と
学
生
（
学
衆
）・
堂
衆
に
分
け
ら
れ
る
が
、
日
光
山
常
行
堂
で
は
堂
僧
（
見
衆
・

禅
衆
）
十
四
名
に
対
し
下
位
身
分
で
あ
る
堂
衆
に
相
当
す
る
の
は
講
衆
（
結
衆
）
三
十
名
で
あ
る
。

日
光
山
で
は
室
町
期
に
「
堂
講
相
論
」（

（
（

が
起
こ
る
が
、
そ
の
際
に
堂
僧
（
見
衆
）
は
自
ら
を
「
御
家
人
」
と
呼
び
、
講
衆
（
結

衆
）
を
「
侍
者
」
と
見
下
し
て
い
る
（［
輪
文
：
一
三
五
］）。
こ
の
こ
と
は
日
光
山
の
堂
僧
が
、
そ
の
出
身
母
体
が
武
家
層
出
身

の
衆
徒
坊
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

福
島
敏
男
氏
は
、
多
武
峰
常
行
堂
で
は
学
生
身
分
を
政
所
系
寺
僧
で
あ
る
と
い
う
学
侶
衆
、
下
位
の
堂
衆
に
相
当
す
る
も
の
は

禅
衆
・
禅
徒
（
脇
戸
衆
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
福
島
［
一
九
九
五
：
四
四
八
］）。
多
武
峰
堂
僧
も
学
侶
衆
に
属

す
る
が
、
そ
の
位
階
は
「
座
主
・
検
校
、
三
綱
（
上
座
・
寺
主
・
都
維
那
師
）
以
下
、
一
﨟
よ
り
﨟
次
制
を
と
っ
て
い
た
」
と
し
、

年
功
序
列
と
い
う
点
も
あ
る
が
そ
の
地
位
の
高
さ
が
伺
い
知
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
、
堂
僧
の
身
分
が
低
い
と
語
ら
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
理
由
に
は
、「
不
断
に
念
仏
を
し
て
い
る
だ
け
の
僧
侶
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
『
聲
明
譜
』
な
ど
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
行
法
は
誰
に
で
も
で
き
る
簡

単
な
も
の
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
。
福
島
氏
は
五
来
重
氏
の
説
を
用
い
、「
比
叡
山
常
行
三
昧
堂
僧
と
い
う
詠
唱

念
仏
の
専
門
家
が
で
き
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
」（
福
島
［
一
九
九
五
：
五
三
一
］）
と
言
う
。
こ
こ
に
加
え
て
、
彼
ら
堂
僧
は
念
仏
だ

け
で
は
な
く
「
声
明
の
専
門
家
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
い
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
比
叡
山
や
天
台
系
寺
院
の
慣
習
と
そ
れ
に
呼
応
す
る
声
明
の
譜
面
・
次
第
と

を
照
ら
し
あ
わ
し
、
行
法
の
実
態
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
手
続
き
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
で
は
「
比
叡

山
＝
天
台
＝
智
顗
の
常
行
三
昧
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
。
特
に
戦
後
か
ら
現
れ
る
、
親
鸞
は
止
観
に
お
い
て
見
仏

が
で
き
な
か
っ
た
（
さ
と
れ
な
か
っ
た
）
か
ら
聖
道
門
の
山
を
下
り
、
法
然
の
門
を
叩
き
浄
土
門
へ
帰
入
し
た
と
み
る
風
潮
は
、

親
鸞
思
想
を
究
明
し
て
い
く
上
で
も
建
設
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
堂
僧
時
代
か
ら
浄
土
往
生
を
問
題
と
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、「
例
時
作
法
」
等
の
常
行
堂
行
法
次
第
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
す
で
に
佐
藤
哲
英
氏
が
「
円
仁
よ
っ
て
わ
が
叡
山
の
常
行
堂
に
伝
え
ら
れ
た
五
台
山
念
仏
が
、
西
方
願
生
の
信
仰

に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
法
照
の
五
会
念
仏
で
あ
る
以
上
、
先
に
最
澄
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
止
観
念
仏
、
す
な
わ
ち
此
土
入
証
を
立
前

と
す
る
常
行
三
昧
の
念
仏
と
は
此
土
入
証
と
彼
土
願
生
と
そ
の
目
的
を
異
に
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
佐
藤
［
一
九
七

九
：
三
四
］）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
の
同
意
で
あ
る
。

改
め
て
ま
と
め
る
と
、
親
鸞
は
一
山
の
衆
徒
（
大
衆
）
の
中
か
ら
堂
僧
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
地
位
と
器
量
を
有
し
て
い
た
。

親
鸞
伝
の
中
で
見
れ
ば
、
生
家
・
藤
原
北
家
日
野
流
は
高
貴
で
は
な
い
が
貴
族
で
あ
り
、
そ
の
嫡
流
（
資
業
流
）
が
名
家
と
し
て

確
立
す
る
の
が
こ
の
時
代
で
、
ま
た
庶
流
（
大
谷
一
流
）
で
あ
っ
て
も
伯
父
の
日
野
宗
業
の
よ
う
に
努
力
と
器
量
が
あ
れ
ば
従
三

位
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
た
家
柄
で
あ
る
。
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本
論
で
は
常
行
堂
・
堂
僧
の
日
々
の
勤
行
で
あ
る
「
例
時
作
法
」
と
「
衆
集
」
と
い
う
行
事
を
日
光
山
輪
王
寺
の
史
料
を
用
い
、

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
例
え
ば
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
「
常
行
堂
の
様
式
と
儀
礼
は
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
叡
山
か
ら
日
光
山
・
毛
越
寺
・
多
武
峰
妙
楽
寺
、
ま
た
山
陰
の
清
水
寺
・
鰐
淵
寺
な
ど
各
地
の
有
力
な

天
台
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
」（
山
本
［
二
〇
一
一
：
一
六
九
］）
と
述
べ
、
ま
た
阿
部
泰
郎
氏
は
「
常
行
堂
の
本
所
は
叡
山
で
あ
り
、

そ
の
法
義
や
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
芸
能
は
多
武
峰
の
他
に
も
日
光
山
輪
王
寺
な
ど
各
地
の
天
台
寺
院
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
平

泉
毛
越
寺
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
」（
阿
部
［
二
〇
一
三
：
三
二
五
］）
等
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
比
叡

山
の
儀
礼
・
法
式
内
容
を
他
の
天
台
寺
院
の
史
料
か
ら
復
元
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
親
鸞
伝
の
中
で
不
明
と
さ
れ
て
き
た
比
叡
山
修
学
時
代
を
再
検
討
す
る
た
め
に
も
、
日
光
山
輪
王
寺
に
残
さ
れ
た
多
く

の
常
行
堂
史
料
は
重
要
か
つ
貴
重
で
あ
る
。『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
等
に
見
ら
れ
る
学
識
豊
か
な
親
鸞
と
い
う
人
物
の
解

明
に
は
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
卓
越
し
た
思
考
力
が
培
わ
れ
た
か
と
い
う
、
修
学
期
の
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

一　

種
々
の
常
行
三
昧
─
日
光
山
『
常
行
堂
聲
明
譜
』「
例
時
作
法
」
の
問
題

─

拙
稿
④
で
は
、
不
断
念
仏
・
常
行
三
昧
と
い
う
用
語
の
区
別
、
定
義
付
け
を
行
っ
た
。
奈
良
弘
元
⽒
の
「
極
楽
往
⽣
を
期
し
て

の
臨
終
⾏
儀
と
し
て
⾏
わ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
他
⽅
に
お
い
て
は
平
⽣
の
⾏
業
と
し
て
⾏
わ
れ
て
い
た
」（
奈
良
［
二
〇
〇
二
：

一
〇
九
］）
と
い
う
説
か
ら
、
奈
良
氏
の
提
示
す
る
不
断
念
仏
の
臨
終
時
・
平
生
時
と
い
う
二
大
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
、
少
な
く

と
も
臨
終
行
儀
と
し
て
の
不
断
念
仏
は
堂
僧
で
な
く
て
も
、
僧
侶
で
あ
れ
ば
誰
で
も
修
す
る
こ
と
が
可
能
な
難
易
度
の
低
い
内
容

で
あ
る
と
述
べ
た
。
基
本
的
に
は
そ
こ
に
、
当
時
の
共
通
認
識
と
し
て
節
・
曲
調
の
あ
る
念
仏
、
経
典
読
誦
の
行
法
は
な
か
っ
た
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と
い
う
見
解
で
あ
る
。

奈
良
氏
も
「
不
断
念
仏
が
合
殺
の
よ
う
に
曲
調
を
も
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
曲

調
を
も
っ
た
不
断
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
日
何
万
・
十
何
万
と
い
う
大
変
な
数
の
称
名
念
仏
を
行
う
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
」（
奈
良
［
二
〇
〇
二
：
一
一
三
］）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
遍
数
重
視
と
い
う
側
面
が
強
い
の
が
不
断
念
仏
と
い
う
概

念
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
合
殺
」
と
は
、『
聲
明
譜
』「
例
時
作
法
」
等
に
見
ら
れ
る
曲
調
の
あ
る
念
仏
の
一
種
だ
。

先
に
職
名
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
不
断
念
仏
と
は
特
定
の
行
法
を
指
す
用
語
で
は
な
く
、「
あ
る
特
定
の
期
間
を
定
め
て
念

仏
を
称
え
る
⾏
為
」
の
総
称
と
し
て
の
用
語
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
堂
僧
が
声
明
を
勤
め
る
、
八
月
の
念
仏
会
（
大
念

仏
）
を
指
す
場
合
も
あ
る
か
ら
だ
（『
三
宝
絵
詞
』
等
）。

重
要
な
の
は
、
常
行
三
昧
と
い
う
用
語
の
定
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
拙
稿
③
に
て
、

・「
⽌
観
の
常
⾏
三
昧
」
…
天
台
智
顗
の
定
め
た
90
⽇
間
を
⼀
期
と
す
る
『
摩
訶
⽌
観
』
の
⾏
法

・「
例
時
の
常
⾏
三
昧
」
…
後
に
「
例
時
作
法
」
と
し
て
再
構
成
さ
れ
常
⾏
堂
な
ど
で
勤
め
ら
れ
た
法
照
由
来
も
し
く
は
円

仁
が
中
国
か
ら
伝
え
た
曲
調
の
あ
る
引
声
阿
弥
陀
経
読
誦
や
引
声
念
仏
の
⾏
法

と
、
二
種
に
分
け
て
定
義
し
た
。
管
見
の
限
り
中
世
常
行
堂
で
は
従
来
の
説
で
あ
る
前
者
、
智
顗
の
「
⽌
観
の
常
⾏
三
昧
」
の
行

法
次
第
、
ま
た
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
記
録
等
の
史
料
が
存
在
し
な
い
た
め
取
り
上
げ
な
い（

（
（

。

こ
の
後
者
「
例
時
の
常
行
三
昧
」
で
あ
る
が
、
確
か
に
比
叡
山
等
で
法
照
由
来
も
し
く
は
円
仁
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
行
法
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
引
声
」
と
「
短
声
」
と
い
う
二
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
常
行
堂
の
由
来
と
し
て
、
円
仁

が
請
来
し
た
行
儀
の
説
明
と
し
て
す
で
に
安
然
が
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

昔
、
斯
那
國
法
道
和
上
、
現
⾝
往
極
國
、
親
聞
⽔
⿃
樹
林
念
佛
之
聲
、
以
傳
斯
那
。
慈
覺
⼤
師
⼊
五

台
⼭
學
其
⾳
曲
、
以
傳
睿
⼭
。
此
有
⻑
短
⼆
聲
合
殺
五
聲
。（『
群
書
類
従
』
第
⼆⼗

四
輯
：
四
七
二
）
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（
現
代
語
訳
）

昔
、
中
国
の
法
道
（
法
照
ヵ
）
和
上
は
、
現
⾝
に
極
楽
浄
⼟
に
往
き
、
親
し
く
⽔
⿃
樹
林
の
念
仏
の

声
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
中
国
に
伝
え
ま
し
た
。
慈
覺
⼤
師
円
仁
は
五
台
⼭
に
⼊
っ
て
そ
の
⾳
曲
を
学

び
、
⽐
叡
⼭
に
伝
え
ま
し
た
。
こ
こ
に
⻑
短
・
⼆
聲
・
合
殺
・
五
聲
と
い
う
念
仏
の
次
第
が
有
り
ま
す
。

こ
れ
は
円
仁
の
弟
⼦
・
五
⼤
院
安
然
が
『
⾦
剛
界
⼤
法
対
受
記
』（
成
立
：
九
―
十
世
紀
）
に
記
し
た
伝
え
で
あ
る
。「
⻑
短
・

⼆
聲
・
合
殺
・
五
聲
」
と
い
う
行
儀
が
示
さ
れ
、
中
で
も
「
⻑
短
」
と
い
う
の
は
「
引
声
」
と
「
短
声
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長

く
引
く
声
・
曲
調
に
対
し
て
、
短
い
声
・
称
え
方
に
な
る
。

ま
た
時
代
は
下
る
が
浄
土
宗
・
増
上
寺
開
山
の
聖
聡
『
當
麻
曼
陀
羅
疏
』（
成
立
：
一
四
二
七
年
以
降
）
に
は
、

法
照
禪
師
の
頂
を
摩
り
て
一
切
諸
行
は
無
邊
な
れ
ど
も
念
佛
に
は
過
ぎ
ず
と
教
え
、
ま
た
引
聲
短
聲
の
小
經
を
授
く　

云
云（

（
（

（
傍
線
傍
線
）

と
、
清
涼
山
に
て
文
殊
菩
薩
が
法
照
に
念
仏
が
優
れ
て
い
る
旨
を
教
え
、
ま
た
引
声
・
短
声
の
阿
弥
陀
経
を
法
照
に
授
け
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
照
由
来
、
円
仁
が
比
叡
山
に
伝
え
た
と
い
う
行
儀
に
は
引
声
・
短
声
の
二
種
類
が
あ
っ
た
と
い

う
認
識
で
あ
る
。

今
回
の
問
題
点
は
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
版
『
聲
明
譜
』「
第
五
例
時
作
法
」
に
、
阿
弥
陀
経
へ
の
指
示
と
し
て
「
短
声
」
と
書
か

れ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
２
』
収
録
『
聲
明
譜
』
第
五
に
お
け
る
、
筆
者
作

成
の
目
次
・
次
第
を
示
す
（
太
文
字
は
『
聲
明
譜
』
本
文
・
解
題
に
お
け
る
目
次
）。

「
第
五　

例
時
作
法
」

短
声
散
花
等
：
①
四
奉
請

半
音
念
仏
：
②
甲
念
仏



─ 70 ── 70 ─

③
合
殺

④
廻
向

⑤
例
守
護

⑥
短
声
経
：
阿
弥
陀
経
（
短
声
）

⑦
九
声
念
仏

念
仏
開
白
表
白
縁
起
等
：
⑧
礼
佛
頌
・
⑨
三
礼
・
⑩
如
来
唄
・
⑪
表
白
・
⑫
應
如
法
修
早
往
生
極
楽
業
事

引
声
経
等
：
⑬
勧
請
・
⑭
散
華
楽
・
⑮
四
奉
請
・
⑯
念
仏
・
⑰
阿
弥
陀
経
（
引
声
）

⑱
七
五
三

⑲
廻
向

⑳
後
唄

問
題
は
こ
れ
ら
第
五
巻
の
す
べ
て
を
、
續
天
台
宗
全
書
が
名
付
け
て
い
る
通
り
「
例
時
作
法
」
と
呼
ん
で
良
い
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
つ
は
⑦
九
声
念
仏
ま
で
の
行
法
、
途
中
⑧
〜
⑫
「
念
仏
開
白
作
法
」
を
挟
み
、
も
う
一
つ
は
⑬
勧
請
か
ら
の
行
法

と
し
て
、
所
謂
「
例
時
作
法
」
と
呼
べ
る
様
な
二
種
類
の
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
例
時
作
法
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
行
法
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
比
重
を
置
き
、
次
第
に
見
え
る
そ
の
構
成
内
容

を
中
心
に
見
て
い
く
。
な
お
便
宜
上
、
前
半
①
〜
⑦
の
次
第
を
「
短
声
作
法
」、
後
半
⑬
〜
⑳
ま
で
を
「
引
声
作
法
」
と
仮
に
名

付
け
論
を
進
め
る
。

こ
こ
で
仏
教
音
楽
史
の
観
点
か
ら
の
研
究
と
し
て
中
西
和
夫
氏
の
論
を
参
照
し
た
い
。
比
叡
山
等
で
の
現
行
・
新
大
原
流
声
明

の
例
時
作
法
に
お
い
て
、
中
西
氏
は
浄
土
教
儀
礼
と
し
て
の
特
色
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
四
奉
請
」
か
ら
の
「
甲
・
乙
念
仏
」「
阿

弥
陀
経
」「
合
殺
」「
廻
向
」「
九
声
念
仏
」「
五
念
門
」
で
あ
る
と
す
る
が
、「
九
声
念
仏
」
は
良
忍
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
し
、
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特
に
注
目
す
べ
き
は
「
四
奉
請
」
か
ら
「
廻
向
」
に
到
る
次
第
だ
と
述
べ
る
（
中
西
［
一
九
七
二
：
一
〇
四
］）。

そ
し
て
法
照
の
五
会
念
仏
法
次
第
と
の
比
較
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
中
西
氏
が
古
流
で
あ
る
と
指
摘
す
る
大
山
流
・
鈴
山

流
の
次
第
、
さ
ら
に
日
光
山
「
短
声
作
法
」
の
次
第
も
加
え
改
め
て
見
て
み
よ
う
（
表
１
）（

（
（

。

中
西
氏
は
、「
四
奉
請
」
か
ら
「
廻
向
」
に
到
る
次
第
を
そ
れ
ぞ
れ
、
法
照
・
五
会
念
仏
法
と
対
応
す
る
も
の
を
検
討
し
、
円

表
１

五
会
念
仏
法

例
時
作
法
（
大
正
蔵
）

大
山
流
・
鈴
山
流

日
光
山

「
短
声
作
法
」

如
何
盆
／
讃
嘆
文
／
荘
厳
文

衆
罪
伽
陀
／
三
礼
／
七
仏
通
戒
偈
／
黄
昏
偈
／

無
常
偈
／
六
為

散
華
楽
文

四
奉
請

四
奉
請

①
四
奉
請

五
会
念
仏

甲
念
仏

甲
念
仏
（
乙
念
仏
）

②
甲
念
仏

宝
鳴
讃
（
阿
弥
陀
経
）
等

阿
弥
陀
経

経
段
（
引
声
阿
弥
陀
経
）

③
合
殺

五
会
念
仏

甲
念
仏

合
殺

④
廻
向

廻
向
発
願

合
殺

廻
向

⑤
例
守
護

廻
向

⑥
阿
弥
陀
経
（
短
声
）

後
唄
／
三
礼
／
七
仏
通
戒
偈
／
初
夜
偈
／
九
声

念
仏
／
神
分
・
霊
分
・
祈
願
／
大
懺
悔
／
五
念

門

⑦
九
声
念
仏
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仁
が
伝
え
た
当
時
の
行
儀
を
推
測
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
四
奉
請
」
は
「
散
華
楽
文
」
と
一
致
、「
甲
念
仏
」
は
律
曲
平
調

で
あ
り
「
五
会
念
仏
」
第
一
会
の
平
声
（
調
）
緩
念
と
曲
調
名
は
一
致
。「
阿
弥
陀
経
」
に
続
く
「
甲
念
仏
」
は
呂
曲
盤
渉
調
で

あ
り
「
五
会
念
仏
」
第
三
会
と
一
致
す
る
が
律
曲
的
な
動
き
と
そ
の
核
音
は
微
音
（
下
無
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
山
流
・
鈴
山

流
に
示
さ
れ
る
「
乙
念
仏
」
と
称
す
べ
き
と
さ
れ
る
。「
合
殺
」
は
「
五
会
念
仏
」
第
五
会
の
念
仏
曲
、
あ
る
い
は
そ
の
旋
律
型

を
示
す
も
の
と
考
え
て
良
い
と
す
る
（
中
西
［
一
九
九
八
：
一
四
五
］）。

さ
て
、
日
光
山
「
短
声
作
法
」
の
成
立
を
探
る
た
め
に
、
中
西
氏
の
古
流
に
対
す
る
見
解
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
現
行
の
「
例

時
作
法
」
の
形
式
に
整
っ
た
の
は
「
比
叡
新
大
原
流
」
以
降
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
と
は
別
に
鳥
取
・
大
山
寺
に
伝
わ
る
大
山
流
、

京
都
・
真
如
堂
に
伝
わ
る
鈴
山
流
声
明
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
両
流
の
「
引
声
阿
弥
陀
経
」
の
次
第
で
は
「
新
大
原
流
」
以
降

に
見
ら
れ
る
初
め
の
三
礼
・
七
仏
通
戒
偈
等
が
な
く
、
い
き
な
り
四
奉
請
か
ら
始
ま
り
廻
向
で
終
る
と
い
う
素
朴
な
形
式
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
現
行
の
声
明
「
比
叡
の
新
大
原
流
の
曲
節
と
、
す
べ
て
の
点
で
著
し

く
異
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
中
西
氏
は
「
円
仁
が
五
台
山
よ
り
将
来
し
た
当
時
の
姿
を
伝
承
し
、
比
叡
大
原
流
の
湛
智
達
に
よ
る
声
明
改

革
前
の
古
流
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
両
流
を
「
古
流
」
と
し
、
そ
の
四
奉
請
よ
り
廻

向
に
至
る
次
第
が
『
略
法
事
儀
讃
』
の
「
た
だ
の
一
座
の
啓
経
の
法
事
な
ら
ば
、
攻
略
は
時
を
看
み
て
な
し
、
そ
の
諸
は
次
第
に

よ
り
て
誦
す
。
散
華
楽
を
は
じ
め
と
な
し
…
の
五
会
念
仏
法
儀
則
の
骨
子
を
示
す
も
の
」
と
考
え
、
比
叡
山
に
残
る
「
例
時
作

法
」
儀
則
成
立
前
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
中
西
［
一
九
九
八
：
一
一
六
］）。

こ
の
優
れ
た
指
摘
を
基
に
日
光
山
「
短
声
作
法
」
を
見
る
な
ら
ば
、
ま
ず
①
四
奉
請
か
ら
始
ま
り
②
甲
念
仏
と
い
う
次
第
は
古

流
に
一
致
す
る
。
次
に
古
流
な
ら
ば
阿
弥
陀
経
の
後
に
来
る
③
合
殺
④
廻
向
が
前
半
に
移
動
し
て
は
い
る
が
含
ま
れ
て
お
り
、
続

い
て
経
の
直
前
に
⑤
例
守
護
な
る
も
の
が
登
場
、
最
後
は
⑦
九
声
念
仏
で
終
わ
っ
て
い
る
。
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日
光
山
「
短
声
作
法
」
の
⑤
例
守
護
は
次
の
よ
う
な
内
容
だ
。

例
守
護
（
常
行
堂
修
正
用
之
）

至
心
發
願　

加
持
香
水　

得
大
霊
験　

衆
生
無
邊
…

乃
至
無
邊
…　

枝
と
水
と　

増
長
福
寿
…　

勤
給

及
番
‥　

授
奉
覧
と
右
承
□
□
□
礼

唵
阿
蜜
栗
多
帝
際
賀
羅
吽　

唵
阿
蜜
栗
多
帝
際
賀
羅
吽（

（
（

こ
の
構
成
内
容
か
ら
確
認
し
た
い
。
最
初
の
「
至
心
發
願　

加
持
香
水　

得
大
霊
験
」
は
、『
天
台
声
明
大
成
（
全
）』（

（
（

下
巻
・

修
正
会
（
六
時
作
法
）
の
牛
王
加
持
「
發
願
」
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
発
願
文
は
真
言
僧
・
元
海
（
一
〇
九
四
―
一
一
五
七
）
の

『
厚
造
紙
』
に
「
加
持
香
水
發
願
詞
」（

（1
（

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
「
衆
生
無
邊
…
」
は
牛
王
加
持
「
五
大
願
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
真
言
密
教
で
大
日
如
来

の
本
願
を
総
願
と
し
て
お
こ
す
、
顕
教
の
四
弘
誓
願
に
対
す
る
願
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
く
「
枝
と
水
と　

増
長
福
寿
…
」
は
牛
王
加
持
「
教
化
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。「
唵
阿
蜜
栗
多
帝
際
賀
羅
吽
」
は
同
修

正
会
（
六
時
作
法
）
の
加
持
陀
羅
尼
の
中
、「
弥
陀
小
咒
」
が
二
遍
あ
る
。

例
守
護
の
題
の
下
に
注
記
で
「
常
行
堂
修
正
用
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
天
台
声
明
大
成
（
全
）』
下
巻
で
も
修
正
会
に
て
確

認
で
き
る
こ
と
に
納
得
が
い
く
。
そ
し
て
密
教
的
要
素
が
強
い
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

現
状
、
他
所
の
中
世
・
常
行
堂
史
料
に
お
い
て
、
こ
の
内
容
と
同
じ
も
の
を
確
認
は
で
き
な
い
。
日
光
山
修
正
会
で
は
、
ま
ず

『
常
行
堂
故
実
双
紙
』
に
て
「
一
、
五
日
初
夜　

例
守
護
有
之
」（［
輪
文
Ⅱ
：
三
：
五
三
一
］）
と
あ
り
、『
常
行
堂
修
正
故
実
双

紙
』「
五
日
初
夜
（
顕
夜
ト
イ
ウ
）」
段
に
「
次
例
守
護
ノ
後
ノ
真
言
ヨ
リ
サ
キ
ニ
、
皆
守
護
ア
ル
ナ
リ
」（［
輪
文
Ⅱ
：
四
：
五
五

五
］）
と
新
た
に
「
皆
守
護
」
と
い
う
次
第
も
確
認
で
き
る
。
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以
上
「
例
守
護
」
と
い
う
行
法
次
第
は
、
日
光
山
「
例
時
作
法
」
で
は
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
が
、
同
偈
文

が
『
天
台
声
明
大
成
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
光
山
だ
け
で
は
な
く
天
台
寺
院
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た

偈
文
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

大
き
な
問
題
は
阿
弥
陀
経
読
誦
の
方
法
、
つ
ま
り
「
短
声
」
と
「
引
声
」
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
こ

で
参
考
に
な
る
の
が
、
蓮
入
房
湛
智
が
記
し
た
『
聲
明
目
録
』（『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
１
』
収
録
・
写
真
版
）
で
あ
る
。
湛
智

は
長
寛
元
（
一
一
六
三
）
年
生
ま
れ
、
先
の
中
西
和
夫
氏
の
見
解
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
原
来
迎
院
に
住
み
天
台
声
明
の
改
革

を
進
め
「
新
流
」
と
認
識
さ
れ
る
。
天
納
傳
中
氏
は
「
蓮
入
房
湛
智
と
蓮
戒
（
界
）
房
浄
心
が
出
て
、
鎌
倉
期
の
大
原
声
明
は
伝

承
と
楽
理
の
整
理
発
達
期
に
入
る
の
で
あ
る
」（
天
納
傳
中
［
一
九
八
八
：
六
九
］）
と
述
べ
る
。

こ
の
『
聲
明
目
録
』
は
成
立
が
貞
応
三
（
一
二
二
四
）
年
、
興
味
深
い
こ
と
に
「
例
時
」
の
作
法
と
「
引
声
」
の
作
法
が
別
項

で
記
さ
れ
て
い
る
（
中
西
氏
の
言
葉
を
借
り
て
こ
れ
ら
を
「
新
大
原
流
」
と
呼
ぶ
）。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
第
を
見
て
み
よ
う
。

「
例
時
」（
短
聲
調
子　

平
調
乙
時
ナ
リ
甲
調
ハ
調
子
盤
渉
調
／
供
養
文
唱
礼
平
調
ナ
ラ
ハ
短
聲
ハ
雙
調
）

散
華
楽
…
（
呂
／
商
）	

四
奉
請
（
呂
／
商
）

甲
念
仏
（
呂
／
商
）	

短
聲
（
呂
／
角
）

経
畢
半
重
念
仏
（
呂
／
商
）	

合
殺
（
呂
／
商
）

廻
向
（
呂
／
宮
）	

後
唄
（
呂
／
宮
）

三
礼
（
呂
／
徴
）	

通
戒
（
呂
／
徴
）

初
夜
偈
（
呂
／
徴
）	

九
聲
念
佛
（
呂
／
徴　

及
徴
）

発
願
（
呂
／
商
）	

五
大
願
（
呂
／
徴
）

教
化
（
呂
／
徴
）	

牛
王
加
持
真
言
（
呂　

商 

／ 

阿
弥
陀
小
咒
）
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釋
迦
小
咒
（
呂
／
徴
）	

千
手
小
咒
（
呂
／
徴
）

五
念
門
（
呂
／
商
）

（
筆
者
傍
線
）（

（1
（

「
引
聲
」（
調
子
雙
調　
　
　
　
　
　

羽
出
様
［
如
常
本
曲
］ 

／ 

徴
出
様　

調
子
雙
調 

太
食
調
）

散
華
楽
（
呂
／
羽
出
様
徴
）	

四
奉
請
（
呂
／
角
）

甲
念
仏
（
呂
／
商
）	

乙
念
仏
（
呂
／
徴
）

引
聲
阿
弥
陀
経
（
呂
／
角
）	

七
五
三
（
呂
／
宮
）

合
殺
（
呂
／
宮
）	
廻
向
（
中
曲
／
徴　

變
音　

平
調
）

後
唄
（
呂
／
宮　

變
音
調
子
宮
出
之　

平
調
）

（
傍
線
筆
者
）（

（1
（

上
述
、
表
１
に
あ
る
大
山
・
鈴
山
流
の
古
流
と
比
べ
る
と
、
散
華
楽
・
四
奉
請
か
ら
始
ま
っ
て
は
い
る
が
、
大
分
次
第
が
増
え

て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
新
大
原
流
「
例
時
」
つ
ま
り
例
時
作
法
の
阿
弥
陀
経
は
「
短
声
で
読
む
」
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
「
引

声
」
つ
ま
り
引
声
と
い
う
作
法
に
お
い
て
初
め
て
「
阿
弥
陀
経
を
引
声
に
読
む
」
と
い
う
事
実
が
判
明
す
る
。

こ
れ
が
日
光
山
『
聲
明
譜
』
の
「
短
声
作
法
」「
引
声
作
法
」
に
応
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
巻
五
に
収
録
さ
れ
る
二
種
類
の

行
法
次
第
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
短
声
作
法
」
の
方
こ
そ
が
毎
日
夕
刻
に
行
わ
れ
る
所
謂
「
例
時
作

法
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、「
引
声
作
法
」
は
例
時
で
は
な
い
別
の
法
要
に
て
勤
め
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
と
わ
か
る
。

さ
ら
に
次
第
だ
け
を
書
き
抜
き
、
日
光
山
と
新
大
原
流
を
比
べ
て
み
よ
う
（
表
２
）。

阿
弥
陀
経
の
位
置
だ
け
が
気
に
な
る
が
、
概
ね
日
光
山
「
短
声
作
法
」
と
同
系
統
の
内
容
を
受
け
継
い
で
整
理
・
付
加
さ
れ
た
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こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
先
に
問
題
と
し
た
⑤
例
守
護
で
あ
る
が
、
次

第
だ
け
で
は
決
め
手
に
欠
け
る
が
、
新
大
原
流
の
「
牛
王
加
持
真

言
」「
五
大
願
」
が
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
論
を
ま
と
め
よ
う
。
ま
ず
問
題
は
「
例
時

作
法
」
と
名
付
け
ら
れ
た
日
光
山
『
聲
明
譜
』
第
五
の
内
容
に
、
二

種
類
の
例
時
作
法
と
呼
べ
る
様
な
行
法
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
法
照
・
円
仁
ゆ
か
り
の
作
法
伝
承
に
「
短
声
」
と
「
引
声
」
が

あ
る
と
指
摘
し
、
日
光
山
『
聲
明
譜
』
第
五
の
二
種
を
そ
れ
ぞ
れ

「
短
声
作
法
」「
引
声
作
法
」
と
仮
に
名
付
け
、
検
証
を
行
っ
た
。

中
西
和
夫
氏
が
「
古
流
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
大
山
・
鈴
山
流
の

次
第
か
ら
、
日
光
山
「
短
声
作
法
」
に
は
追
加
さ
れ
た
項
目
（
⑤
例

守
護
、
⑦
九
声
念
仏
）
が
確
認
で
き
、
こ
れ
が
日
光
山
独
自
の
も
の

で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
天
台
声
明
・
新
大
原
流
の

鎌
倉
時
代
初
期
『
聲
明
目
録
』
で
も
同
内
容
と
考
え
ら
れ
る
次
第
が

含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
常
行
堂
に
お
け
る
例
時
作
法
と
言
え

ば
、
阿
弥
陀
経
は
「
短
声
」
で
読
ま
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
。

上
述
、
拙
稿
③
に
て
述
べ
た
常
行
三
昧
の
定
義
を
、
こ
れ
ら
の
結

果
を
も
と
に
次
の
よ
う
に
改
め
た
い
。

表
２

日
光
山

「
短
声
作
法
」

新
大
原
流

「
例
時
」

散
華
楽

①
四
奉
請

四
奉
請

②
甲
念
仏

甲
念
仏

③
合
殺

短
聲
（
阿
弥
陀
経
）

④
廻
向

経
畢
半
重
念
仏

⑤
例
守
護

合
殺

⑥
阿
弥
陀
経
（
短
声
）

廻
向

⑦
九
声
念
仏

後
唄
／
三
礼
／
通
戒
／
初

夜
偈

九
聲
念
佛

発
願
／
五
大
願
／
教
化
／

牛
王
加
持
真
言
（
阿
弥
陀

小
咒
）
釋
迦
小
咒
／
千
手

小
咒
／
五
念
門
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・「
⽌
観
の
常
⾏
三
昧
」
…
天
台
智
顗
の
定
め
た
90
⽇
間
を
⼀
期
と
す
る
『
摩
訶
⽌
観
』
の
⾏
法
。
現
状
、
日
本
中
世
に
行
法

と
し
て
は
行
わ
れ
た
記
録
が
な
い
。

・「
例
時
の
常
⾏
三
昧
」
…
「
例
時
作
法
」
と
し
て
構
成
さ
れ
常
⾏
堂
で
日
々
勤
め
ら
れ
て
い
た
、
法
照
・
円
仁
ゆ
か
り
の
短

声
阿
弥
陀
経
読
誦
を
中
心
と
し
た
音
曲
念
仏
等
の
⾏
法
。

・「
引
声
の
常
行
三
昧
」
…
そ
の
「
例
時
作
法
」
と
性
格
を
同
じ
く
し
て
後
に
は
融
合
し
再
構
成
さ
れ
る
、
法
照
・
円
仁
ゆ
か

り
の
引
声
阿
弥
陀
経
読
誦
を
中
心
と
し
た
音
曲
念
仏
等
の
⾏
法
。

ま
た
例
時
作
法
諸
本
の
系
譜
を
、
中
西
和
夫
・
奈
良
弘
元
氏（

（1
（

両
名
の
研
究
に
加
え
る
形
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

法
照
「
五
会
念
仏
法
」

↓大
山
流
・
鈴
山
流
「
引
声
阿
弥
陀
経
」（
古
流　

※
引
声
で
は
あ
る
が
形
式
は
素
朴
）

↓日
光
山
「
短
声
作
法
」（『
常
行
堂
聲
明
譜
』
建
長
七
・
一
二
五
五
年
以
前
）

↓新
大
原
流
「
例
時
」（『
聲
明
目
録
』
一
二
二
四
年
）

↓大
正
蔵
本
系
「
例
時
作
法
」（
最
古
は
元
応
二
・
一
三
二
〇
年
奥
書
の
『
魚
山
叢
書
・
眼
五
』
本
）

後
に
述
べ
る
日
光
山
『
常
行
堂
故
実
双
紙
』（
延
慶
二
・
一
三
〇
九
年
）
に
お
い
て
は
、
例
時
作
法
も
七
仏
通
戒
偈
・
黄
昏
偈
・

無
常
偈
・
六
為
・
神
分
・
霊
分
・
祈
願
な
ど
が
加
わ
り
、
ま
た
阿
弥
陀
経
読
誦
は
「
引
声
」
と
さ
れ
、
大
正
蔵
本
系
に
近
い
形
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
こ
の
新
大
原
流
が
確
立
さ
れ
た
頃
ま
で
は
、
常
行
堂
の
日
々
の
例
時
作
法
に
お
け
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る
阿
弥
陀
経
は
「
短
声
」
で
読
ま
れ
て
お
り
、
例
時
作
法
以
外
の
法
要
行
事
に
て
阿
弥
陀
経
を
読
誦
す
る
場
合
は
「
引
声
」
に
て

読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
日
光
山
『
常
行
堂
聲
明
譜
』
は
そ
の
成
立
を
貞
和
五
（
一
三
四
九
）
年
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年

以
前
と
記
し
た
。
こ
れ
は
「
短
声
作
法
」
に
続
く
「
念
仏
開
白
作
法
」
の
末
尾
に
、
拙
稿
①
で
述
べ
た
親
鸞
の
弟
・
尋
有
と
し
て

目
さ
れ
る
名
が
記
さ
れ
た
奥
書
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

建
長
七
年
八
月
十
一
日　

下
番
ノ
預
法
師
源
忠

　
　
　
　
　
　

上
番
ノ
預
阿
闍
梨
大
法
師
尋
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
校
法
印
大
和
尚
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

念
佛
ノ
検
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
主
僧
正（

（1
（

「
念
仏
開
白
作
法
」
と
の
関
係
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
儀
礼
法
式
成
立
の
上
限
は
九
声
念
仏
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
良
忍
以
降
、
下
限
は
年
記
か
ら
少
な
く
と
も
一
二
五
五
年
、
そ
の
形
式
か
ら
は
新
大
原
流
「
例
時
」
に
先
立
つ
と
し
て
一
二
二

四
年
以
前
と
推
測
す
る
。

古
流
と
さ
れ
た
大
山
流
・
鈴
山
流
の
次
第
は
、
残
念
な
が
ら
中
西
和
夫
氏
も
そ
の
出
典
を
「
天
台
聲
明
大
成
全
書
版
」
と
し
か

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。『
天
台
聲
明
大
成
（
全
）』
下
巻
で
は
、
そ
の
題
を
「
引
聲
」
と
し
「
鈴
山
音
用
」
と
記
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
。
こ
の
表
記
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
鈴
山
流
「
引
声
作
法
」
で
あ
り
、
中
西
氏
が
他
に
何
を
参
照
さ
れ
た
の
か
が
問
題
で
あ

る
。
大
山
流
・
鈴
山
流
に
お
け
る
「
短
声
」
次
第
の
存
在
が
、「
例
時
作
法
」
成
立
を
探
る
鍵
と
な
る
。

ま
た
新
大
原
流
「
例
時
」
も
『
聲
明
目
録
』
中
で
次
第
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
声
明
の
指
示
、
博
士
が
記
さ
れ
た
譜
面

を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
大
原
三
千
院
さ
ま
の
ご
厚
意
で
拝
見
で
き
た
「
目
安
錫
杖
例
時
」（
第
四
箱
俯
Ⅰ
・
五
六
）、
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「
例
時
」（
第
四
箱
俯
Ⅱ
・
三
）、「
例
時
口
傳
」（
第
四
箱
俯
Ⅱ
・
九
）、「
例
時
」（
第
四
箱
俯
Ⅱ
・
四
七
）、「
例
時
作
法
」（
桐
箱

陳
列
之
部
・
一
）
を
検
討
し
た
が
、
先
の
新
大
原
流
「
例
時
」
と
呼
べ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
と

さ
れ
る
。

以
上
、
ま
だ
検
討
す
べ
き
問
題
は
残
る
が
、
当
時
の
「
例
時
作
法
」
に
つ
い
て
一
考
を
加
え
た
。
堂
僧
の
基
本
的
な
勤
行
は
、

引
声
・
短
声
の
二
種
類
が
あ
る
阿
弥
陀
経
読
誦
で
あ
る
。
日
光
山
「
引
声
作
法
」
に
つ
い
て
は
種
々
の
法
要
と
の
関
連
に
よ
っ
て

そ
の
次
第
が
変
化
す
る
た
め
、
ま
た
稿
を
改
め
検
討
を
し
た
い
。

二　

常
行
堂
の
行
事
─
「
衆
集
」
に
つ
い
て

─

先
に
取
り
上
げ
た
例
時
作
法
は
、
堂
僧
の
日
々
の
勤
め
で
あ
る
。
今
ま
で
は
「
不
断
念
仏
を
し
て
い
る
だ
け
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
て
い
た
が
、
上
述
の
夕
刻
・
例
時
作
法
以
外
に
も
日
々
重
要
な
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
光
山
常
行
堂
で
は
修
正

会
と
御
念
仏
が
重
要
行
事
で
あ
っ
た
（
橋
本
［
①
：
二
〇
］）。
こ
こ
で
改
め
て
『
門
葉
記
』
に
記
さ
れ
た
横
川
・
常
行
堂
の
行
事

を
確
認
し
た
い
。

勤
行
一　

常
行
堂

常
行
堂
（
建
立
同
于
三
昧
院
）。

堂
僧
十
四
人
。

毎
日
例
時
。

毎
月
十
五
日
衆
集
。
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毎
年
勤
事
。

御
社
念
佛
正
（
三
月
一
日
結
番
。
自
十
五
日
至
十
九
日
修
之
）。

　

莊
嚴
執
事
。
捧
物
執
事
。
兩
頭
有
之
。

庭
立
（
自
七
月
朔
日
至
十
五
日
）。

大
念
佛
（
始
自
八
月
十
一
日
至
十
七
日
。
七
箇
日
夜
修
之
）。

　

引
聲
不
斷
念
佛
也
。

此
外
種
種
行
法
多
之
。
不
遑
注
進
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
部
十
二
巻
：
三
ａ
）

今
回
は
毎
月
十
五
日
の
「
衆
集
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
を
田
中
和
夫
氏
は
同
じ
く
『
門
葉
記
』
所
収
「
大
懺
法
院
條
條
起

請
事
」
長
日
勤
行
事
と
い
う
日
頃
の
勤
行
を
記
し
た
条
に
「
右
、
南
岳
の
余
流
を
受
け
て
、
朝
に
は
法
花
三
昧
を
修
せ
よ
。
一
乗

妙
典
を
読
誦
せ
ん
が
た
め
な
り
。
慈
覚
の
末
弟
と
し
て
、
夕
べ
に
は
西
方
懺
法
を
勤
め
よ
。
弥
陀
名
号
を
唱
念
せ
ん
が
た
め
な

り
」（

（1
（

と
あ
っ
て
、
天
台
は
「
朝
に
法
華
懺
法
、
夕
に
例
時
作
法
」
が
常
で
あ
る
か
ら
と
、
こ
こ
で
大
懺
法
院
で
は
例
時
作
法
の
代

わ
り
に
「
西
方
懺
法
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
田
中
氏
は
こ
の
状
況
を
「
西
方
懺
法
が
例
時
作
法
と
同
一
の
常
行
三
昧
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
」（
田
中
［
二
〇
一
九
：
一
一
四
］）
と
し
て
、
常
行
堂
の
「
衆
集
」
は
「
西
方
懺
法
」

で
あ
る
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
以
下
の
点
に
よ
っ
て
認
め
難
い
。
第
一
に
、「
西
方
懺
法
」
と
例
時
作
法
は
全
く
の
別
物
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
筆
者
が
指
す
「
西
方
懺
法
」
と
は
田
中
氏
と
同
じ
く
、
佐
藤
哲
英
氏
が
紹
介
さ
れ
た
青
蓮
院
蔵
『
西
方
懺
悔

法
』（
永
承
六
・
一
〇
五
一
年
写
）
の
行
法
で
あ
る
。
す
で
に
奈
良
弘
元
氏
が
、
当
時
例
時
作
法
と
は
別
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
論
証
し
て
い
る
も
の
だ
（
奈
良
［
二
〇
〇
二
：
一
七
三
］）。

奈
良
氏
は
先
の
『
門
葉
記
』「
大
懺
法
院
條
條
起
請
事
」
に
お
い
て
、「
長
日
勤
行
事
」
で
は
「
夕
勤
西
方
懺
法
」、「
毎
年
仏
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事
」
で
は
「
夕
例
時
」、
秋
季
彼
岸
会
の
「
六
時
懺
法
」
で
は
「
晨
朝
黄
昏
半
夜　

弥
陀
懺
法
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
建
永
元
年

（
一
二
〇
六
）
に
は
、
す
で
に
『
例
時
作
法
』『
西
方
懺
法
』『
弥
陀
懺
法
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
式
が
、
相
異
な
る
も
の
と
し
て
区

別
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
」（
奈
良
［
二
〇
〇
二
：
一
九
八
］）
と
述
べ
る
。

当
時
、
常
識
的
に
例
時
作
法
と
「
西
方
懺
法
」
が
同
一
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
言
う
な
ら
ば
、
大
懺
法
院
の
同
文
章
内
で
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
田
中
氏
は
「『
毎
月
十
五
日
』
の
常
行
三

昧
と
は
、
例
時
作
法
の
代
わ
り
に
行
じ
ら
れ
た
、
こ
の
西
方
懺
法
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
田
中
［
二
〇
一
九
：

一
一
四
］）
と
述
べ
る
が
、
阿
弥
陀
信
仰
と
い
う
共
通
点
の
み
で
、
内
容
の
系
統
を
異
に
す
る
行
法
を
わ
ざ
わ
ざ
代
用
し
て
い
た

と
積
極
的
に
考
え
ら
れ
る
証
拠
が
な
い
。
あ
く
ま
で
、
大
懺
法
院
で
は
夕
刻
に
西
方
懺
法
を
勤
め
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
建
首
の
日
は
六
斎
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
弥
陀
の
斎
日
で
あ
る
十
五
日
、
す
な
わ
ち
常
行
堂
の
「
毎
月
十
五
日
」
に

繋
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
西
方
懺
法
」
が
行
わ
れ
て
い
る
大
懺
法
院
に
て
長
日
勤
行
以
外
の
記
録
を
見
て
も
特
に
十
五
日
を

重
視
し
た
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
記
さ
れ
た
日
付
は
様
々
で
あ
る
。
そ
し
て
『
西
方
懺
悔
法
』
は
そ
の
首
題
を
『
修
行
念
仏
三

昧
七
日
道
場
明
懺
悔
方
法
』
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
七
日
」
と
い
う
行
儀
日
数
の
問
題
も
あ
り
、
短
縮
さ
れ
た
次
第
、
略
式
が
あ

る
か
否
か
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
現
状
、
慈
円
関
係
の
青
蓮
院
・
大
懺
法
院
で
し
か
こ
の
「
西

方
懺
法
」
の
行
わ
れ
た
確
実
な
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
一
体
、
毎
月
十
五
日
の
「
衆
集
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。
ま
ず
一
つ
に
は
単
純
に
、
集
会
評
定
（
会
議
）
の
意
味
と

考
え
ら
れ
な
い
か
。
初
め
に
注
目
を
し
た
い
の
は
文
永
四
（
一
二
六
七
）
年
の
年
記
を
も
つ
『
常
行
堂
置
文
』（［
輪
文
：
一
〇

七
］）
の
「
一
、
例
時
衆
集
遅
参
の
事
」
の
項
で
あ
る
。

一
、
例
時
衆
集
遅
参
の
事

例
時
は
六
方
段
以
後
、
衆
集
は
供
養
文
以
降
、
共
に
遅
参
た
る
べ
し
。
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（
現
代
語
訳
）

例
時
の
時
は
阿
弥
陀
経
六
方
段
か
ら
、
衆
集
の
時
は
供
養
文
か
ら
が
遅
参
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
日
々
の
例
時
作
法
と
日
光
山
常
行
堂
の
「
衆
集
」
に
お
い
て
、
ど
こ
か
ら
が
遅
刻
に
な
る
の
か
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
例
時
作
法
で
は
阿
弥
陀
経
の
六
方
段
よ
り
遅
れ
た
場
合
、「
衆
集
」
で
は
供
養
文
よ
り
遅
れ
た
場
合
と
な
る
。
こ
の
供
養
文

が
何
を
指
す
の
か
は
後
述
す
る
。

同
文
書
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
、
上
執
事
・
下
執
事
一
人
と
い
え
ど
も
、
必
ず
衆
集
の
時
に
参
会
す
べ
き
事

（
現
代
語
訳
）

上
執
事
と
下
執
事
は
通
常
一
人
ず
つ
だ
が
、
必
ず
衆
集
の
時
に
は
両
者
が
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

普
段
、
日
光
山
常
行
堂
に
お
け
る
行
事
で
は
、
堂
僧
十
四
人
が
上
番
・
下
番
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
月
の
上

旬
・
下
旬
と
勤
務
日
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
上
執
事
（
上
番
預
）
の
グ
ル
ー
プ
七
名
、
下
執
事
（
下
番
預
）
の
グ
ル
ー
プ
七
名
と

で
分
か
れ
る
た
め
に
、
基
本
的
に
は
上
下
両
執
事
が
一
緒
の
当
番
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
の
日
光
山
の
規
定
は
、
そ
の
番

で
は
な
く
て
も
「
衆
集
」
の
時
は
全
員
集
合
せ
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
衆
集
」
は

堂
僧
全
員
が
集
ま
る
必
要
が
あ
る
行
事
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
ま
た
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
の
年
記
を
も
つ
『
常
行
堂
置
文
』（［
輪
文
：
一
〇
九
］）
罰
則
規
定
の
箇
所
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
、
念
仏
修
正
中
の
咎
の
事

念
仏
七
月
以
後
、
修
正
十
二
月
以
後
、
た
と
い
少
々
の
咎
あ
り
と
い
え
ど
も
、
後
朝
衆
集
次
を
以
っ
て
、
そ
の
沙
汰
あ
る
べ

き
事
、
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（
現
代
語
訳
）

七
月
か
ら
後
の
念
仏
会
期
間
中
、
十
二
月
か
ら
後
の
修
正
会
期
間
中
に
、
た
と
え
少
々
の
咎
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
翌
朝
か

衆
集
を
以
っ
て
そ
の
裁
定
を
す
る
こ
と
。

念
仏
会
と
修
正
会
の
期
間
中
に
多
少
の
咎
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
は
文
面
で
は
規
定
せ
ず
、
そ
の
翌
朝
か
衆
集
に

お
い
て
処
分
を
決
め
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
堂
僧
に
お
け
る
評
議
決
定
の
場
と
し
て
「
衆
集
」
が
機
能
し
て

い
る
と
考
え
る
。

中
世
高
野
山
僧
侶
の
集
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
古
く
和
多
昭
夫
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
中
世
高
野
山
内
に
お
け
る

「
衆
集
」
の
名
を
含
む
学
侶
の
集
会
評
定
と
し
て
は
、
三
所
（
両
所
）
十
聴
衆
集
会
評
定
・
会
衆
集
会
評
定
・
新
本
二
会
衆
集
会

評
定
・
十
問
衆
集
会
評
定
・
修
正
衆
集
会
評
定
・
読
書
衆
（
領
解
衆
）
論
義
衆
集
会
評
定
な
ど
が
確
認
で
き
る
（
和
多
［
一
九
五

九
：
二
六
］）。

こ
う
い
っ
た
形
式
と
同
じ
よ
う
な
常
行
堂
・
比
叡
山行

事
等
の
運
営
に
関
わ
る
評
議
決
定
の
場
と
し
て
の
「
衆
集
」
が
考
え
ら

れ
る
と
共
に
、
ま
た
行
法
の
次
第
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
集
ま
り
会
議
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
勤
行
も
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
「
常
行
堂
故
実
双
紙
」（
成
立
：
延
慶
二
・
一
三
〇
九
年
［
輪
文
Ⅱ
：
三
］）
に
記
さ
れ
た
「
衆
集
次
第
」
と
「
例
時

事
」
の
内
容
を
比
較
す
る
（
表
３
）。

こ
の
通
り
、「
衆
集
」
行
法
の
次
第
は
⑧
「
三
礼
」
以
降
は
例
時
作
法
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
例
時
作

法
⑭
で
「
乱
声
引
声
」
と
あ
る
の
が
阿
弥
陀
経
の
読
誦
方
法
の
指
示
で
あ
る
が
、
衆
集
⑭
の
「
経
」
だ
け
で
は
引
声
な
の
か
短
声

な
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
例
時
作
法
⑭
の
「
十
二
」
と
は
、「
十
二
礼
」
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

大
ま
か
に
見
れ
ば
、
普
段
の
「
例
時
作
法
」
に
①
供
養
文
〜
⑦
後
咒
願
が
加
わ
っ
た
も
の
が
「
衆
集
」
の
行
法
で
あ
る
と
考
え

て
お
い
て
良
い
だ
ろ
う
。
①
〜
⑦
に
ど
の
よ
う
な
偈
文
が
使
用
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
思
想
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
検
討
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は
、
ま
た
史
料
を
精
査
し
た
上
で
考
え
て
い
き
た
い
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
日
光
山
「
常
行
堂
故
実
双
紙
」
の
頃
に
は
例
時

作
法
の
次
第
も
現
行
の
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
に
近
い
形
と
な
り
、
阿
弥
陀
経

読
誦
は
引
声
と
な
り
、
す
で
に
日
光
山
『
聲
明
譜
』「
短
声
作
法
」
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
一
二
〇
〇
年
代
後
半
に
常
行
堂
儀
礼
法
則
の
大
き
な
改
革
が

な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
親
鸞
が
比
叡
山
に
い
た
の
は
一
一
八
一
〜
一

二
〇
一
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ど
こ
ま
で
当
時
の
常
行
堂
の
様
子
を

伺
え
ら
れ
る
か
が
重
要
だ
。
し
か
し
異
な
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
新
し

く
付
加
さ
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
行
儀
が
削
除
さ
れ
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

天
台
の
「
朝
に
法
華
懺
法
、
夕
に
例
時
作
法
（
朝
題
目
に
夕
念
仏
）」
と

い
う
言
葉
は
、
法
華
信
仰
と
阿
弥
陀
信
仰
の
二
つ
が
別
で
は
な
い
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
に
行
法
と
し
て
、

常
行
堂
内
で
毎
朝
法
華
懺
法
や
題
目
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
史
料
は
な

い
。
日
光
山
『
聲
明
譜
』
の
中
に
法
華
懺
法
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
が
、
こ
の
譜
が
ど
の
よ
う
な
行
事
・
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か

は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

表
３衆

集

例
時
作
法

①

供
養
文

②

梵
音

③

咒
願

④

唄
礼

⑤

三
条
袈
裟

⑥

後
唄

⑦

後
咒
願

⑧

三
礼
（
虚
音
）

調
声
登
礼
盤
の
後
三

礼
虚
⾳

⑨

通
戒

通
戒
偈

⑩

黄
昏

⻩
昏
等

諸
⾏
無
常
等

⑪

六
為

六
為
等

⑫

散
花
楽
短
声

散
花
楽
は
無

⑬

四
奉
請

四
奉
請
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小　
　

結

今
回
は
日
光
山
『
聲
明
譜
』
第
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
種
類
の
行
法
を

手
が
か
り
に
、
親
鸞
が
勤
め
て
い
た
と
さ
れ
る
天
台
寺
院
に
お
け
る
常
行

堂
・
堂
僧
の
実
態
を
検
討
し
た
。
親
鸞
伝
に
お
い
て
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
比
叡
山
時
代
に
ど
の
よ
う
な
修
学
・
修
行
を
行
っ
て
い
た
か

と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
明
ら
か
な
こ
と
は
、
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
常
行
三
昧
で
は
な
く
、
法

照
由
来
の
阿
弥
陀
経
読
誦
が
日
々
の
業
で
あ
っ
た
。
特
に
例
時
作
法
は
「
短

声
」
の
作
法
で
読
誦
さ
れ
て
い
た
。
堂
僧
は
こ
の
「
短
声
」「
引
声
」
と

い
っ
た
阿
弥
陀
経
読
誦
方
法
が
専
売
特
許
で
あ
り
、
種
々
の
法
要
・
行
事
に

お
い
て
も
そ
の
声
明
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
不
断
念
仏
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
遍
数
重
視
の
側
面
が
強
い
念
仏
を
朝
か
ら
晩
ま
で
し
て

い
た
こ
と
は
な
く
、
堂
僧
の
頭
に
は
ま
ず
阿
弥
陀
経
の
思
想
が
あ
っ
た
は
ず

だ
。
親
鸞
は
若
い
頃
か
ら
、
阿
弥
陀
経
に
よ
る
浄
土
往
生
を
学
び
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
に
門
を
叩
く
こ
と
と
な
る
法
然
の
吉
水
教
団
で
も
「
例
時
」
や
「
引
声
」
と
い
っ
た
行
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
親
鸞
が
法
然

へ
入
門
し
た
と
い
う
親
鸞
伝
の
重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ
具
体
的
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
親
鸞
が
常

⑭

半
重
念
仏
経

半
重
念
仏

乱
声
引
声
⼗⼆


⑮

乱
声

⑯

念
仏

⑰

会
殺

合
殺
三
匝

⑱

廻
向
（
切
声
）

廻
向
切
声
也

⑲

後
唄

後
唄

⑳

三
礼

三
礼

㉑

通
戒

通
戒

㉒

初
夜

初
夜

㉓

乗
念
仏

乗
念
仏
（
九
反
）

㉔

神
分
・
霊
分
・
祈
願

神
分
・
霊
分
・
祈
願

㉕

消
除
業
障

消
除
業
障

㉖

乗
仏
子

乗
仏
子
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行
堂
の
堂
僧
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

紙
面
の
都
合
上
、『
門
葉
記
』
記
載
の
行
事
全
て
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
見
通
し
と
し
て
は
、
ま
ず
「
御
社
念
佛

正
」
は
三
月
一
日
に
当
番
が
決
ま
り
、
十
五
日
か
ら
十
九
日
に
至
っ
て
行
わ
れ
る
法
要
と
あ
る
。
日
光
山
や
多
武
峰
常
行
堂
に
は
、

該
当
す
る
様
な
行
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
比
叡
山
常
行
堂
、
独
自
の
行
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
「
庭
立
」「
大
念
佛
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
古
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
三
宝
絵
詞
』
等
に
見
ら
れ
る
「
山
の

念
仏
・
不
断
念
仏
」
で
あ
る
。「
大
念
佛
」
は
⼋⽉⼗⼀



⽇
か
ら
⼗
七
⽇
に
か
け
て
の
「
七
箇
⽇
夜
」
に
行
わ
れ
る
法
要
で
、「
引

声
」
の
作
法
が
用
い
ら
れ
る
。「
庭
立
」
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
七
月
に
行
わ
れ
る
儀
礼
・
稽
古
が
中
心
で
あ
る
。

大
正
時
代
に
『
恵
信
尼
消
息
』
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
一
定
の
堂
僧
に
関
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
そ
こ
に
は
史
料
的
限
界
が
あ
っ
て
、
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
先
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

当
時
の
慣
例
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
伝
の
さ
ら
な
る
解
明
に
尽
力
し
た
い
。

註（
1
）　

浄
⼟
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
［
二
〇
一
三
］『
浄
土
真
宗
辞
典
』「
堂
僧
」
項

（
2
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
部
十
一
巻
：
三
ａ

（
3
）　
［
輪
文
：
九
五
］

（
4
）　

新
井
敦
史
「
室
町
期
日
光
山
の
組
織
と
運
営　

堂
講
相
論
・
皆
水
精
念
珠
紛
失
事
件
の
検
討
を
通
し
て
」『
古
文
書
研
究
』
四
〇
号
を
参
照
。

（
5
）　

多
武
峰
常
行
堂
に
お
い
て
七
月
か
ら
九
月
に
至
る
九
十
日
間
、
毎
日
三
時
に
阿
弥
陀
経
の
三
十
二
相
に
ま
つ
わ
る
常
行
三
昧
が
記
さ
て
い
る
が

（
彰
考
館
本
『
多
武
峰
略
記
』）、
こ
れ
は
西
宮
蔵
本
に
対
し
て
行
法
内
容
の
不
明
な
点
が
多
く
、
奈
良
弘
元
氏
は
一
六
六
八
年
に
校
訂
者
純
昌
に

よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（
奈
良
［
二
〇
〇
二
：
二
三
八
］）。

（
6
）　
『
浄
土
宗
全
書
』
十
三
巻
：
六
三
八
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（
7
）　

中
西
和
夫
『
仏
教
音
楽
論
集 : 

華
頂
山
松
籟
攷
』［
一
九
九
八
：
一
一
一
〜
一
一
二
］
の
表
を
も
と
に
作
成
。

（
8
）　
『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
２
（
常
行
堂
聲
明
譜
・
法
則
類
聚
）』：
六
六

（
9
）　
『
天
台
声
明
大
成
（
全
）』
下
巻
［
一
九
六
八
：
一
〇
四
］

（
10
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
十
八
巻
：
二
五
八
ａ

（
11
）　
『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
１
（
聲
明
表
白
類
聚
）』：
六
九

（
12
）　

同
書
：
七
二

（
13
）　

奈
良
氏
は
例
時
作
法
を
、
最
古
本
を
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
本
と
し
て
、
そ
れ
は
信
行
『
七
階
仏
名
』、
法
照
『
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』、

善
導
『
往
生
礼
讃
』
か
ら
成
立
し
た
と
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
少
な
く
と
も
日
光
山
「
短
声
作
法
」
が
そ
れ
を
遡
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
こ

の
奈
良
氏
の
説
は
後
年
に
ど
の
よ
う
に
改
編
が
な
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
材
料
と
な
る
。

（
14
）　
『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
２
（
常
行
堂
聲
明
譜
・
法
則
類
聚
）』：
八
三

（
15
）　

黒
田
俊
雄
『
訳
注
日
本
史
料　

寺
院
法
』［
二
〇
一
五
：
五
二
一
］

参
考
文
献

鹿
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
九
『
鹿
沼
市
史
（
資
料
編 

古
代
・
中
世
）』

天
台
宗
典
編
纂
所　

一
九
九
六
『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
１
（
聲
明
表
白
類
聚
）』

天
台
宗
典
編
纂
所　

二
〇
一
九
『
續
天
台
宗
全
書
：
法
儀
２
（
常
行
堂
聲
明
譜
・
法
則
類
聚
）』

比
叡
山
延
暦
寺
法
儀
音
律
研
究
所　

一
九
六
八
『
天
台
声
明
大
成
（
全
）』

黒
田
俊
雄　

二
〇
一
五
『
訳
注
日
本
史
料　

寺
院
法
』

『
大
正
新
脩
大
蔵
経 

図
像
』
第
十
一
・
十
二
巻

阿
部
泰
郎　

二
〇
一
三
『
中
世
日
本
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
体
系
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

天
納
傳
中　

一
九
八
八
『
天
台
聲
明
概
説
』
叡
山
学
院

佐
藤
哲
英　

一
九
七
九
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
百
華
苑
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田
中
和
夫　

二
〇
一
九
「
親
鸞
と
常
行
三
昧
」『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
十
七
号

中
西
和
夫　

一
九
七
二
「
音
曲
念
仏
の
研
究
（
二
）
比
叡
浄
土
教
の
引
声
念
仏
」『
華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
十
六
号

中
西
和
夫　

一
九
九
八
『
仏
教
音
楽
論
集
：
華
頂
山
松
籟
攷
』
東
方
出
版

奈
良
弘
元　

二
〇
〇
二
『
初
期
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
春
秋
社

橋
本
順
正　

二
〇
一
七
「
堂
僧
の
親
鸞 

：
中
世
日
光
山
常
行
堂
か
ら
の
検
討
」『
東
国
真
宗
』
五
号

橋
本
順
正　

二
〇
一
九
「
続
・
堂
僧
の
親
鸞
：
例
時
作
法
と
常
行
三
昧
」『
東
国
真
宗
』
八
号

橋
本
順
正　

二
〇
二
〇
「
日
光
輪
王
寺
蔵
『
常
行
堂
聲
明
譜
』
に
つ
い
て
―
堂
僧
の
親
鸞
研
究
―
」『
東
国
真
宗
』
一
〇
号

⽮
野
⽴⼦
　

二
〇
一
六
「
法
華
堂
に
お
け
る
禅
衆
に
つ
い
て
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
六
十
六
号

山
田
文
昭　

一
九
六
八
『
真
宗
史
稿
』
法
蔵
館

山
本
ひ
ろ
子　

二
〇
一
一
「
我
ら
い
か
な
る
縁
あ
り
て
今
こ
の
神
に
仕
ふ
ら
ん
」『
日
光 

そ
の
歴
史
と
宗
教
』
春
秋
社

和
多
昭
夫　

一
九
五
九
「
中
世
高
野
山
の
僧
侶
集
会
制
度
」
四
十
五
─
四
十
六
号

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
助
手
）


